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世界人口 人口激増 2011年 70億人 ⇒ 2040年 90億人

2011～2013 2014～2016 2017～2019 2020 2021～2030 2031～2040

日本国内人口 人口減少：2011年1.28億人⇒ 2040年1.07億人 と 老人比率の急拡大：2011年23.3％⇒ 2040年36.1％

■びんリユースシステム拡大のためのロードマップ（検討会試案）
びんリユース推進全国協議会 資料

■日本の将来推計人口 【人口(千人)】 総数 0～14歳 15～64歳 65歳以上 【割合％】 0～14歳 15～64歳 65歳以上
2011年 127,753   16,685     81,303        29,764                      13.1         63.6          23.3

*国立社会保障 2020年 124,100   14,568     73,408        36,124                      11.7         59.2          29.1
・人口問題研究所 推計 2030年 116,753   12,039     67,730        36,849                      10.3         58.1          31.6

2040年 107,276   10,732     57,866        38,678                      10.0         53.9          36.1

ロードマップ作成にあたって

（１）2030年以降に予測される社会パラダイムシフトを先取りした取組みとしなければならない。
（２）地域社会（コミュニティ）づくりの一環として、市民・自治体・事業者ほか多様な関係主体が連携した取組みが鍵となる。
（３）日本酒造組合中央会を始めとするびん利用事業者による新たな統一びん規格の検討・上市が必要と考えられる。
（４）2020年までにびんリユースが一定の成果を上げ、続く2030年までにどう拡大出来るかである。

資料２-２

経済成長 ビジネスの革新、国際連携の強化、資源循環の強化

地域リユース推進協議会の立上げ、リユース推進体制の強化、地域の段階的拡大

全国びん商連合会・日本Ｐ箱レンタル協議会・1.８壜再利用者協議会が主体となった取組み

○地域協議会の活動支援、○国・関係団体との連携強化、○広報・情報発信
推進状況に合わせたミッション・役割の変更

全国協議会
の取組み

地域協議会
の設置

1.8壜
ﾘﾕｰｽｼｽﾃﾑ
の再構築

推進体制
の構築

既存ｼｽﾃﾑ
の維持
（守り）

新規ｼｽﾃﾑ

容器廃棄物処理 最終処分場の逼迫、行政収集選別コスト問題の拡大、排出抑制の重要度拡大

新潟・関東
地区への拡大

環境問題 「低炭素社会」「循環型社会」「自然共生社会」への本格移行

東北地区への
拡大

地域支援の確立

洗びん品質
基準設定

統一規格びん
の拡大

統一規格
の検討・上市

2011年9月29日
設立

・リサイクル中心からリデュース・リユース中心へ 2031年以降本格移行

福島県での
展開

資源問題 天然資源の消費削減、資源循環システムの重要度拡大

日本国内情勢 個人志向から社会志向へ、地方の復権、単身世帯の増加、消費行動の変化
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リユース
商品の拡大

全国展開
への拡大

公共施設・大学内での展開拡大

その他 量販店・飲食店
有力チェーンへの展開拡大

生協・ワタミ社
での展開

行政施設での
展開

会議時飲料、施設内売店販売
イベント時販売、学校牛乳ほか

■720ｍｌ 【2010年】 【2020年】 【2030年】 【2040年】

ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙびん 1,000千本 17,400千本 48,000千本 68,500千本
びん全量 174,000千本 174,000千本 160,000千本 137,000千本
ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ比率 0.6％ 10.0％ 30％ 50％

■900ｍｌ 【2010年】 【2020年】 【2030年】 【2040年】

ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙびん 1,200千本 6,200千本 17,100千本 24,500千本
びん全量 62,000千本 62,000千本 57,000千本 49,000千本
ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ比率 1.9％ 10.0％ 30％ 50％
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その他地区での取組み
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展開


